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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の操作部を有する第１の登録端末と、第２の操作部を有する第２の登録端末と、前
記第１の登録端末又は前記第２の登録端末のそれぞれについて利用可能な利用者の登録処
理を行う登録サーバと、を有する利用者登録システムであって、
　前記第１の登録端末は、前記第１の操作部を介して指定された、当該第１の登録端末に
ついて既に登録されている利用者のうち前記登録サーバにおいて任意の利用者を識別する
ための第１利用者識別情報と、前記第２の登録端末の識別情報と、予め記憶した当該第１
の登録端末の識別情報と、を前記登録サーバに送信し、
　前記第２の登録端末は、前記第２の操作部を介して指定された利用者を当該第２の登録
端末において識別するための第２利用者識別情報と、予め記憶した当該第２の登録端末の
識別情報と、前記第２の操作部を介して指定された前記第１の登録端末の識別情報と、を
前記登録サーバに送信し、
　前記登録サーバは、
　　前記第１の登録端末及び前記第２の登録端末を利用可能な利用者の利用者情報が登録
されている記憶部を備えて、
　　前記第１の登録端末から受信した前記第１利用者識別情報、前記第２の登録端末の識
別情報及び前記第１の登録端末の識別情報を関連付けて記憶し、
　　前記第２の登録端末から前記第２利用者識別情報、前記第２の登録端末の識別情報及
び前記第１の登録端末の識別情報を受信すると、前記利用者情報に基づき当該第２の登録
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端末から受信した第２利用者識別情報を前記記憶した第１利用者識別情報と照合し、さら
に前記第２の登録端末から受信した第１の登録端末の識別情報を、前記記憶した前記第１
の登録端末の識別情報と照合し、両者が一致することを条件として両者が同一人物と判断
した場合に、前記第２の登録端末の利用者として第１利用者識別情報に対応する利用者を
登録することを特徴とする利用者登録システム。
【請求項２】
　第１の操作部を有する第１の登録端末又は第２の操作部を有する第２の登録端末のそれ
ぞれについて利用可能な利用者の登録処理を行う登録サーバであって、
　前記第１の登録端末及び前記第２の登録端末と通信するサーバ通信部と、
　前記第１の登録端末及び前記第２の登録端末を利用可能な利用者の利用者情報が登録さ
れているサーバ記憶部と、
　前記サーバ通信部を介して前記第１の登録端末から受信した、当該第１の登録端末につ
いて既に登録されている利用者のうち前記第１の操作部を介して指定された任意の利用者
を識別するための第１利用者識別情報、前記第２の登録端末の識別情報及び前記第１の登
録端末の識別情報を関連付けて前記サーバ記憶部に記憶する管理手段と、
　前記サーバ通信部を介して前記第２の登録端末から、前記第２の操作部を介して指定さ
れた利用者を当該第２の登録端末において識別するための第２利用者識別情報、当該第２
の登録端末の識別情報及び前記第１の登録端末の識別情報を受信すると、前記利用者情報
に基づき当該第２の登録端末から受信した第２利用者識別情報を前記記憶した第１利用者
識別情報と照合し、さらに前記第２の登録端末から受信した第１の登録端末の識別情報を
、前記記憶した前記第１の登録端末の識別情報と照合し、両者が一致することを条件とし
て両者が同一人物と判断した場合に、前記第２の登録端末の利用者として第１利用者識別
情報に対応する利用者を登録する登録手段と、を有することを特徴とする登録サーバ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の登録端末を有し、各登録端末からその登録端末を利用することが可能
な利用者を登録する利用者登録システム及びその登録サーバに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＩＣＴ（情報通信技術）サービスでは、一般に、サービスを利用する利用者が登録され
ると、利用者毎に利用者の識別番号であるユーザＩＤが発行され、利用者がサービスを利
用するときにはそのユーザＩＤを用いて利用者が特定される。
【０００３】
　例えば、特許文献１には、利用者がパーソナルコンピュータ、携帯情報端末等の複数の
ユーザ端末を用いてサービスの提供を受けることが可能な情報処理システムが提案されて
いる。この情報処理システムでは、サーバに登録され、ユーザＩＤが発行されている利用
者は、複数のユーザ端末のうちの一つからユーザＩＤ及びパスワードを入力する。サーバ
は、ユーザ端末から取得したユーザＩＤ及びパスワードが、登録されたユーザＩＤ及びパ
スワードと一致するか否かを判定し、一致する場合に、その利用者がサービスを利用でき
るようにする。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－７３８３１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１に記載された情報処理システムでは、サーバは、登録された利用者によりユ
ーザ端末が利用されているか否かをユーザＩＤを用いて判定することができる。しかしな
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がら、ユーザＩＤを用いて利用者が登録されているか否かを判定する場合、利用者は常に
ユーザＩＤを記憶している必要がある。
　一般に、ユーザＩＤのコード体系はサービス毎に異なるため、利用者は利用するサービ
ス毎にユーザＩＤを記憶する必要がある。特に、高齢者等の、デジタル機器を使い慣れて
いない利用者にとっては、ユーザＩＤを記憶する負担は大きい。
【０００６】
　例えば、それぞれ異なる家屋、マンションの一室等の物件に設置され、設置された物件
を監視対象とする複数の警備装置を有する警備システムでは、他の警備装置の利用者によ
って不正に警備状態が変更されることを防止するために、警備装置毎に、その警備装置か
ら警備システムを利用する利用者を登録する。つまり、ある警備装置から登録された利用
者であっても、他の警備装置を利用することができず、他の警備装置を利用する場合には
、他の警備装置からも登録する必要がある。一般に、このような警備システムでは、ある
警備装置から登録された利用者を更に他の警備装置から登録する際、その利用者のユーザ
ＩＤをその登録する警備装置（他の警備装置）から利用者に入力させることによりその利
用者を特定する。例えば、利用者が登録された警備装置では、利用者カード等を用いてユ
ーザＩＤを指定できるが、新たに登録する警備装置（他の警備装置）ではその登録前に利
用者カードを用いてユーザＩＤを指定することはできない。そのため、利用者はユーザＩ
Ｄを記憶しておく必要があるが、ユーザＩＤは警備システム全体で一意に定められるため
、桁数又は文字数が多く、利用者が記憶する負担は大きい。
【０００７】
　そこで、本発明は、複数の登録端末を有し、登録端末毎に、その登録端末を利用するこ
とが可能な利用者をその登録端末から登録する利用者登録システムにおいて、ある登録端
末から既に登録された利用者を、他の登録端末について簡易に登録できる利用者登録シス
テム及び登録サーバを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　かかる課題を解決するための本発明は、第１の操作部を有する第１の登録端末と、第２
の操作部を有する第２の登録端末と、第１の登録端末又は第２の登録端末のそれぞれにつ
いて利用可能な利用者の登録処理を行う登録サーバと、を有する利用者登録システムを提
供する。係る利用者登録システムにおいて、第１の登録端末は、第１の操作部を介して指
定された、当該第１の登録端末について既に登録されている利用者のうち登録サーバにお
いて任意の利用者を識別するための第１利用者識別情報と第２の登録端末の識別情報とを
登録サーバに送信し、第２の登録端末は、第２の操作部を介して指定された利用者を当該
第２の登録端末において識別するための第２利用者識別情報と予め記憶した当該第２の登
録端末の識別情報とを登録サーバに送信し、登録サーバは、第１の登録端末及び第２の登
録端末を利用可能な利用者の利用者情報が登録されている記憶部を備えて、第１の登録端
末から受信した第１利用者識別情報及び第２の登録端末の識別情報を関連付けて記憶し、
第２の登録端末から第２利用者識別情報及び第２の登録端末の識別情報を受信すると、利
用者情報に基づき当該第２の登録端末から受信した第２利用者識別情報を記憶した第１利
用者識別情報と照合し、両者が同一人物と判断した場合に、第２の登録端末の利用者とし
て第１利用者識別情報に対応する利用者を登録する。
【０００９】
　また、第１の登録端末は、第１利用者識別情報及び第２の登録端末の識別情報とともに
予め記憶した当該第１の登録端末の識別情報を登録サーバに送信し、第２の登録端末は、
第２利用者識別情報及び第２の登録端末の識別情報とともに第２の操作部を介して指定さ
れた第１の登録端末の識別情報を登録サーバに送信し、登録サーバは、第１の登録端末か
ら受信した第１の登録端末の識別情報を、第１利用者識別情報及び第２の登録端末の識別
情報と関連付けて記憶し、照合処理において、第２の登録端末から受信した第１の登録端
末の識別情報を、記憶した第１の登録端末の識別情報とさらに照合し、両者が一致するこ
とを条件として同一人物との判断を行うことが好ましい。
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【００１０】
　かかる課題を解決するための本発明の他の形態によれば、第１の操作部を有する第１の
登録端末又は第２の操作部を有する第２の登録端末のそれぞれについて利用可能な利用者
の登録処理を行う登録サーバが提供される。係る登録サーバは、第１の登録端末及び第２
の登録端末と通信するサーバ通信部と、第１の登録端末及び第２の登録端末を利用可能な
利用者の利用者情報が登録されているサーバ記憶部と、サーバ通信部を介して第１の登録
端末から受信した、当該第１の登録端末について既に登録されている利用者のうち第１の
操作部を介して指定された任意の利用者を識別するための第１利用者識別情報と第２の登
録端末の識別情報とを関連付けてサーバ記憶部に記憶する管理手段と、サーバ通信部を介
して第２の登録端末から、第２の操作部を介して指定された利用者を当該第２の登録端末
において識別するための第２利用者識別情報及び当該第２の登録端末の識別情報を受信す
ると、利用者情報に基づき当該第２の登録端末から受信した第２利用者識別情報を記憶し
た第１利用者識別情報と照合し、両者が同一人物と判断した場合に、第２の登録端末の利
用者として第１利用者識別情報に対応する利用者を登録する登録手段と、を有する。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明に係る利用者登録システム及び登録サーバは、複数の登録端末を有し、登録端末
毎に、その登録端末を利用することが可能な利用者をその登録端末から登録する利用者登
録システムにおいて、ある登録端末から既に登録された利用者を、他の登録端末について
簡易に登録できるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の一つの実施形態に係る警備システムの全体システム構成を示す図である
。
【図２】警備システムにおける、新規登録処理の動作シーケンス図である。
【図３】警備システムにおける、追加登録処理の動作シーケンス図である。
【図４】警備装置の機能ブロック図である。
【図５】データサーバの機能ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の利用者登録システムの一つの実施形態である警備システムについて図を
参照しつつ説明する。
　本発明を適用した警備システムは、家屋、マンションの一室等それぞれ異なる物件に設
置される複数の警備装置と、各警備装置で共有して使用する画像、メモなどのデータを格
納し、格納したデータを各警備装置からの要求に応じて送信するデータサーバとを有する
。利用者は、ある警備装置を利用できるようにするために、その警備装置を介してデータ
サーバに登録を行い、データサーバには警備装置毎にその警備装置を利用可能な利用者が
登録される。
【００１４】
　この警備システムにおいて、例えば自宅にある警備装置について登録されている利用者
を、実家、別荘等にある他の警備装置についても登録する追加登録を行う場合、データサ
ーバは、利用者が登録済みの警備装置を識別する情報及びこの登録済みの警備装置におい
て一意に定められた、利用者カードの識別情報を用いて追加登録する利用者を特定する。
利用者が登録済みの警備装置は、既に登録されている利用者のユーザＩＤのうち、その警
備装置に入力された利用者カードに対応して記憶していたユーザＩＤと、利用者が登録済
みの警備装置が設置された物件の識別番号である物件ＩＤと、利用者を追加登録する警備
装置（他の警備装置）についての物件ＩＤとをデータサーバに送信する。その後、利用者
を追加登録する警備装置（他の警備装置）は、利用者によりその警備装置に入力された、
追加登録する利用者を識別できる氏名などの特定情報と、本人を確認するためのパスワー
ドと、利用者が登録済みの警備装置についての物件ＩＤとをデータサーバに送信する。デ
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ータサーバは、追加登録する警備装置から受信した各情報を登録済みの警備装置から既に
受信していた各情報及びその保持している利用者の情報と照合し、利用者情報のうち該当
する項目が一致する場合、追加登録する警備装置についてその利用者を登録する。具体的
には、データサーバは、登録済みの警備装置にて既に登録されている利用者の情報を、利
用者を追加登録した警備装置（他の警備装置）の利用者の情報として管理する。これによ
り、警備システムは、ある警備装置について既に登録された利用者を、利用者の識別番号
であるユーザＩＤを他の警備装置においてその利用者に入力させることなく、他の警備装
置について簡易に登録可能とする。
【００１５】
　図１は、本発明の利用者登録システムの一つの実施形態に係る警備システム１の全体シ
ステム構成を示す図である。図１に示すように、警備システム１は、それぞれ異なる家屋
、マンションの一室等の物件に設置され、設置された物件を監視対象とする複数の警備装
置３－１、３－２と、インターネット等のネットワークを介して各警備装置３－１、３－
２と接続される警備センタ装置４及びデータサーバ５とを有する。各警備装置３－１、３
－２は、利用者登録システムにおいて個々に利用者を登録する登録端末の例であり、デー
タサーバ５は、利用者の登録処理を行う登録サーバの例である。また、各警備装置３－１
と、３－２には、それぞれ監視対象の異常を検出するための１以上のセンサ２－１－１、
２－１－２と、２－２－１、２－２－２が接続される。各センサは、例えば、火災を検知
するための熱感知センサあるいは煙感知センサ、窓、ドア等の開閉部に取り付けられ、そ
の開閉を検知するマグネットセンサ、又は受光した赤外線の光量変化に基づいて探知範囲
内への侵入者等の有無を検知する赤外線センサである。あるいは、センサは、撮像画像と
予め記憶された正常時の画像との差分信号に基づいて撮像範囲内への侵入者等の有無を検
知する画像センサでもよい。
【００１６】
　警備装置３－１又は３－２は、構内ＬＡＮなどを介してそれ自体に接続されたセンサ２
－１－１、２－１－２又は２－２－１、２－２－２から監視対象の異常を検出したことを
示す異常発生信号を受信すると、その異常発生信号及び警備装置３－１又は３－２自体の
識別信号または警備装置３－１又は３－２が設置された物件あるいは異常を検出したセン
サの識別信号を警備センタ装置４へ送信する。
　また、警備装置３－１、３－２は、画像、メモなどの入力された各データをネットワー
クを介してデータサーバ５へ送信し、データサーバ５に格納させる。また、警備装置３－
１、３－２は、利用者から所定のデータの表示を要求する操作がされると、ネットワーク
を介してデータサーバ５へそのデータの取得要求を送信し、その応答として取得したデー
タを表示する。
　なお、警備装置３－１、３－２には、それぞれ自己の警備装置が設置された物件を識別
するため物件ＩＤが割り当てられている。この物件ＩＤは、警備装置３－１、３－２が設
置された物件の識別番号であり、警備システム１全体でユニークな番号が割り当てられる
。以下では、各警備装置を識別するための識別情報としてこの物件ＩＤを用いる。また、
警備装置３－１、３－２は、警備システム１の全ての利用者のうち自己の警備装置につい
て登録された利用者のユーザＩＤとその利用者が所持し警備装置を操作するために利用す
る利用者カードなどのＩＣカードのカードＩＤとを関連付けて記憶する。ユーザＩＤは、
各利用者の識別番号であり、警備システム１全体でユニークな番号が割り当てられる。カ
ードＩＤは、ＩＣカードの識別番号であり、警備システム１全体でユニークな番号が割り
当てられる。また、データサーバ５には利用者のユーザＩＤとその利用者の利用者情報と
当該利用者が登録されている警備装置についての物件ＩＤとが関連付けられて記憶されて
いる。利用者情報は、利用者の特定情報、生年月日、パスワード、利用者が所持する利用
者カードなどのＩＣカードのカードＩＤを含む。特定情報は、利用者の氏名、フリガナ、
ニックネーム等の、同一の利用者が共通に登録される警備装置においてその利用者を一意
に特定する情報である。なお、ユーザＩＤは、登録されている利用者のうち任意の利用者
を識別するための第１利用者識別情報の例であり、特定情報は、利用者を各警備装置にお
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いて一意に識別するための第２利用者識別情報の例である。
　なお、本実施形態では、個人情報となる利用者情報を警備装置に極力保持させないよう
にした例について説明するが、これに限定されず、データサーバ５だけでなく警備装置に
もカードＩＤ以外の利用者情報を記憶させるようにしてもよい。これにより警備装置が利
用者情報取得のためにデータサーバ５と通信することが省略でき、操作レスポンス、通信
セッション処理などが向上する。
【００１７】
　警備センタ装置４は、いわゆるサーバで構成され、ネットワークを介して各警備装置３
－１、３－２と通信するための通信インターフェースと、液晶ディスプレイなどの表示装
置と、ブザー、ＬＥＤ等で構成される報知部を備える。そして、警備センタ装置４は、各
警備装置３－１、３－２からネットワークを介して異常発生信号を受信すると、その異常
発生信号を送信した警備装置３－１、３－２が設置された物件及び検出された異常の内容
を、報知部及び表示装置を通じて、監視員に報知する。
【００１８】
　データサーバ５は、各警備装置３－１、３－２から受信したデータを格納するサーバで
ある。データサーバ５は、各警備装置３－１、３－２についてこれを利用できる利用者を
登録するとともに、各警備装置３－１、３－２にデータ入出力の要求があったときにその
利用者が登録された利用者であるか否かの認証処理を行う。そして、認証に成功した警備
装置３－１、３－２からネットワークを介して受信したデータを格納するとともに、認証
に成功した警備装置３－１、３－２からのデータの取得要求に応じて、格納しているデー
タを警備装置３－１、３－２に送信する。
【００１９】
　警備装置３－１、３－２が所定のデータをデータサーバ５へ格納し、又はデータサーバ
５から取得するためには、警備装置３－１、３－２の利用者が警備装置３－１、３－２の
正当な利用者としてデータサーバ５に登録されている必要がある。まず、何れの警備装置
についても登録されていない利用者を新規に登録する新規登録の処理について説明する。
　図２は、警備システム１における、新規登録処理の動作シーケンス図である。この例で
は、利用者を警備装置３－１について新規登録するものとして説明する。
【００２０】
　まず、警備装置３－１を操作することが許可されている保守者又は既に警備装置３－１
について登録されている利用者（以下、操作者と称する）により、利用者を新規に登録す
るための新規登録操作が行われる。この利用者の登録に先立って、新規登録される利用者
が予め申請することにより、その利用者が使用する利用者カード（ＩＣカード）が警備シ
ステム１の管理者により発行されている。警備装置３－１は、登録操作において、挿入さ
れた利用者カードから読み取ったカードＩＤを取得する。警備装置３－１は、操作者によ
り入力された、利用者の特定情報、利用者が所持するカードＩＤなど登録する利用者の利
用者情報を取得する（ステップＳ１０１）。次に、警備装置３－１は、データサーバ５に
利用者を新規に登録するための新規登録要求をデータサーバ５へ送信する（ステップＳ１
０２）。なお、新規登録要求には、警備装置３－１についての物件ＩＤと利用者情報とが
含まれる。
　一方、新規登録要求を受信したデータサーバ５は、その利用者のユーザＩＤを発行する
（ステップＳ２０１）。次に、データサーバ５は、その利用者を警備装置３－１について
登録し、登録された利用者として、そのユーザＩＤと利用者のカードＩＤと警備装置３－
１の物件ＩＤとを関連付けて記録する（ステップＳ２０２）。次に、データサーバ５は、
そのユーザＩＤを警備装置３－１に送信する（ステップＳ２０３）。データサーバ５から
利用者のユーザＩＤを受信すると、警備装置３－１は、その利用者を警備装置３－１につ
いて登録された利用者として、そのユーザＩＤと利用者のカードＩＤとを関連付けて記憶
する（ステップＳ１０３）。これにより、データサーバ５は、警備装置３－１の操作権限
を新規利用者に割り当てることができる。
【００２１】
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　次に、ある警備装置について既に登録された利用者を他の警備装置についても登録する
追加登録の処理について説明する。
　図３は、警備システム１における、追加登録処理の動作シーケンス図である。この例で
は、警備装置３－１についてある利用者が既に登録されているものとし、その利用者を警
備装置３－２について追加登録するものとして説明する。警備装置の利用者には、予め契
約書などを通じて警備会社など警備システム１の運営事業者から警備装置についての物件
ＩＤが通知されている。従って、利用者は、既に利用者として登録を行っている警備装置
３－１及びこれから利用者として登録を行う他の警備装置３－２について物件ＩＤを知る
ことができ、これをデータサーバ５に入力することで対応付けを行う。
【００２２】
　まず、警備装置３－１について登録された利用者により、利用者カードが警備装置３－
１へ挿入されるとともに、その利用者を他の警備装置について追加登録するための事前操
作が行われる。警備装置３－１は、利用者カードからカードＩＤを読み取り、自己の利用
者登録により記憶した情報からカードＩＤに対応するユーザＩＤを判別するとともに、利
用者により入力された、その利用者を追加登録する他の警備装置（本実施形態では警備装
置３－２）についての物件ＩＤを取得する（ステップＳ３０１）。次に、警備装置３－１
は、追加登録する利用者を通知するための利用者通知をデータサーバ５に送信する（ステ
ップＳ３０２）。なお、この利用者通知には、追加登録する利用者のユーザＩＤ、つまり
利用者カードから読み取ったカードＩＤに対応するユーザＩＤと、追加登録の事前操作を
行った自己の警備装置３－１についての物件ＩＤと、利用者により入力された、その利用
者を追加登録する他の警備装置３－２についての物件ＩＤとが含まれる。
【００２３】
　一方、データサーバ５は、利用者通知を受信すると、受信した利用者通知に含まれる、
利用者のユーザＩＤに対応して予め記憶していた利用者情報、追加登録の事前操作を行っ
た警備装置３－１についての物件ＩＤ及びその利用者を追加登録する警備装置３－２につ
いての物件ＩＤを警備装置３－２について利用者が追加登録される処理が行われることを
表す追加登録フラグと関連付けて記憶しておく（ステップＳ４０１）。
【００２４】
　利用者は警備装置３－１にて事前操作を行った後、警備装置３－２が設置された物件に
移動する。次に、警備装置３－２において、利用者により、警備装置３－２以外の警備装
置について登録された利用者を警備装置３－２について追加登録するための追加登録操作
が行われる。警備装置３－２は、利用者により入力された、追加登録する利用者を識別す
るための少なくとも一部の特定情報（例えば氏名など）、及びその利用者について追加登
録の事前操作を行った警備装置３－１についての物件ＩＤを取得する（ステップＳ５０１
）。この利用者を識別する特定情報と警備装置３－１の物件ＩＤは、利用者が氏名と物件
ＩＤを入力することで取得されてよく、あるいはデータサーバ５において警備装置３－２
について追加登録フラグと関連付けて記録された利用者氏名と物件ＩＤとを警備装置が受
信して選択可能に表示することで利用者に選択させて取得してもよい。更にこのとき、利
用者本人であることを確認するため、予め利用者情報としてデータサーバ５に登録したパ
スワードを入力させて取得する。次に、警備装置３－２は、追加登録する利用者を警備装
置３－２について登録するための追加登録要求をデータサーバ５に送信する（ステップＳ
５０２）。なお、追加登録要求には、利用者により入力された、追加登録する利用者を識
別するための特定情報、パスワード、その利用者について追加登録の事前操作を行った警
備装置３－１についての物件ＩＤ、及び自己の警備装置３－２についての物件ＩＤが含ま
れる。
【００２５】
　一方、データサーバ５は、警備装置３－２から追加登録要求を受信すると、受信した追
加登録要求に含まれる利用者を識別するための特定情報、パスワード及び追加登録の事前
操作を行った警備装置３－１についての物件ＩＤを、追加登録を行う警備装置３－２の物
件ＩＤに対応する追加登録フラグと関連付けて記憶している利用者情報及び追加登録の事
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前操作を行った警備装置３－１についての物件ＩＤとそれぞれ照合する（ステップＳ４０
２）。データサーバ５は、各情報がそれぞれ一致する場合、追加登録要求で指定された利
用者を警備装置３－２について登録する。つまり、その利用者のユーザＩＤ及び利用者情
報を、追加登録フラグと関連付けて記憶している警備装置３－２についての物件ＩＤと関
連付けて記憶する（ステップＳ４０３）。一方、各情報の何れかが一致しない場合は特に
処理を行わない。そして、データサーバ５は、追加登録要求で指定された利用者を警備装
置３－２について登録したか否かを示す結果通知を警備装置３－２に送信する（ステップ
Ｓ４０４）。なお、追加登録要求で指定された利用者を警備装置３－２について登録した
場合、結果通知には、その警備装置について登録された利用者のユーザＩＤと利用者のカ
ードＩＤが含まれる。
　警備装置３－２は、データサーバ５から結果通知を受信すると、利用者が警備装置３－
２について登録されたか否かを判定し、利用者が警備装置３－２について登録された場合
、その結果通知に含まれるユーザＩＤとカードＩＤとを関連付けて記憶し（ステップＳ５
０３）、一連のステップを終了する。なお、利用者カードは物件ごとに異なるようにして
もよく、その場合は、ここで当該利用者が警備装置３－２で使用する利用者カードを警備
装置３－２に挿入させて取得したカードＩＤをユーザＩＤと関連付けて記憶する。
【００２６】
　なお、本実施形態では、追加登録を行う警備装置３－２において、利用者が特定情報と
本人確認のパスワードに加え、事前登録を行った警備装置３－１を指定する例について説
明している。しかし、これに限定されず、追加登録を行う警備装置３－２において少なく
とも利用者の特定情報が指定されていればよく、事前登録を行った警備装置３－１が指定
さなくともよい。すなわち、図３に示した動作シーケンス図において、ステップＳ５０１
にて追加登録する利用者を識別する特定情報の入力を受け付けて、ステップＳ５０２にお
いて追加登録要求として自己の警備装置３－２についての物件ＩＤと取得した特定情報を
データサーバ５に送信する。このとき、本人確認用のパスワードもあわせて入力を受け付
けて送信することが好適である。そしてステップＳ４０２において、データサーバ５では
、受信した追加登録要求を、追加登録を行う警備装置３－２についての物件ＩＤと対応す
る追加登録フラグと関連付けて記憶している利用者情報と照合し、一致した場合に追加登
録要求で指定された利用者を警備装置３－２について登録する。このように、追加登録を
行う警備装置３－２において事前登録を行った警備装置３－１の識別情報の指定を不要と
することで利用者が指定する情報や憶えておく情報を少なくすることができる。
【００２７】
　次に、本発明を適用した警備装置３－１、３－２の詳細について説明する。なお、警備
装置３－１及び３－２の構成は同じであるため、以下では代表して警備装置３－１につい
て説明する。図４に、警備装置３－１の機能ブロック図を示す。図４に示すように、警備
装置３－１は、センサインターフェース部３１と、通信部３２と、表示部３３と、操作部
３４と、入出力部３５と、記憶部３６と、制御部３７とを有する。
【００２８】
　センサインターフェース部３１は、図１に示した各センサ２と通信を行うための入出力
インターフェースであり、各センサ２と接続ケーブル、ＬＡＮなど有線／無線通信回線を
介して接続するための接続端子、インターフェース回路及びその制御プログラム等で構成
される。センサインターフェース部３１は、各センサ２との間で定められた所定の通信プ
ロトコルにしたがって通信を行う。そして、センサ２等で検知された場合の異常発生信号
を受信して制御部３７に送信する。
【００２９】
　通信部３２は、警備装置３－１をネットワークに接続するためのインターフェース回路
を有する。そして、通信部３２は、例えば、センサ２からの異常発生信号を警備センタ装
置４へ通知する場合、又は入出力部３５もしくは操作部３４を介して入力された画像、メ
モなどの各データをデータサーバ５へ送信する場合、制御部３７の制御に従って、警備装
置３－１と警備センタ装置４又はデータサーバ５との間の接続処理を行う。そして、通信



(9) JP 5881401 B2 2016.3.9

10

20

30

40

50

部３２は、警備装置３－１と警備センタ装置４との間で接続が確立された後、センサ２か
ら受信したその異常発生信号と、警備装置３－１自体の識別情報、警備装置３－１が設置
された物件の物件ＩＤまたは異常を検出したセンサの識別情報とを警備センタ装置４へ送
信する。
　また、通信部３２は、警備装置３－１とデータサーバ５との間で接続が確立された後、
自己の警備装置について登録された利用者を他の警備装置について追加登録する際、制御
部３７からの制御に従って、利用者通知をデータサーバ５に送信する。また、通信部３２
は、他の警備装置について登録された利用者を自己の警備装置について追加登録する際、
制御部３７からの制御に従って、追加登録要求をデータサーバ５に送信する。また、通信
部３２は、入出力部３５を介して入力された画像データ又は操作部３４を介して入力され
たテキストデータをデータサーバ５へ送信するとともに、データサーバ５に格納されたデ
ータをデータサーバ５から受信する。通信部３２は、上記のような各種情報の通報が終わ
ると、警備装置３－１と警備センタ装置４又はデータサーバ５との間の接続を開放する処
理を行う。
【００３０】
　表示部３３は、液晶ディスプレイ、タッチパネルディスプレイなどの表示デバイスで構
成され、異常発生の有無、制御部３７から受け取った各種情報等を表示して、利用者へ報
知する。
【００３１】
　操作部３４は、警備装置３－１の利用者が警備装置３－１を操作するための操作インタ
ーフェースである。操作部３４は、キーボード、テンキー等の入力デバイスで構成され、
利用者からの各種操作を受け付け、それらの操作に対応する信号を制御部３７へ出力する
。なお、表示部３３をタッチパネルディスプレイで構成した場合、タッチパネルディスプ
レイに利用者が各種操作を入力するためのキーボード画面を表示することにより、操作部
３４の機能を実現してもよい。その場合、操作部３４は、そのキーボード画面を利用者が
操作することにより、それらの操作に対応する信号を制御部３７へ出力する。
　さらに、操作部３４は、利用者カードに記録された情報を読み取るカードリーダを有す
る。操作部３４は、カードＩＤ等の識別情報が記録された利用者カードがカードリーダに
挿入されると、その利用者カードから各識別情報を読み取り、制御部３７へ通知する。
【００３２】
　入出力部３５は、不図示のカメラ、ＳＤメモリカード等の各種フラッシュメモリ等と通
信を行うための入出力インターフェースであり、カメラ、フラッシュメモリ等と接続する
ための接続端子、インターフェース回路及びその制御プログラム等で構成される。インタ
ーフェース回路は、例えば、ビデオインターフェース又はユニバーサル・シリアル・バス
といったシリアルバスに準じる回路である。入出力部３５は、カメラ、フラッシュメモリ
等との間で定められた所定の通信プロトコルにしたがって通信を行う。そして、カメラ、
フラッシュメモリからの画像データ等を受信して制御部３７に送信する。
【００３３】
　記憶部３６は、半導体メモリ、磁気記録媒体及びそのアクセス装置並びに光記録媒体及
びそのアクセス装置のうちの少なくとも一つを有する。そして、記憶部３６は、警備装置
３－１を制御するためのコンピュータプログラム、各種パラメータ及びデータなどを記憶
する。
　また、記憶部３６は、自己の警備装置３－１が設置された物件の物件ＩＤを記憶する。
また、記憶部３６は、警備システム１の全ての利用者のうち自己の警備装置３－１につい
て登録された利用者のユーザＩＤをその利用者のカードＩＤと関連付けて記憶する。
【００３４】
　制御部３７は、一個または複数個のプロセッサ及びその周辺回路を有する。そして、制
御部３７は、家屋、マンション等の監視対象における異常発生を監視するとともに、画像
データ、テキストデータ等を通信部３２を介してデータサーバ５と送受信する。そのため
に、制御部３７は、そのプロセッサ上で動作するソフトウェアにより実装される機能モジ
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ュールとして、警備手段３７１と、新規登録要求手段３７２と、通知手段３７３と、追加
登録要求手段３７４と、認証要求手段３７５と、データ送受信手段３７６とを有する。
　なお、制御部３７が有するこれらの各部は、独立した集積回路、ファームウェア、マイ
クロプロセッサなどで構成されてもよい。
　以下、制御部３７の各部について詳細に説明する。
【００３５】
　警備手段３７１は、センサインターフェース部３１を介して各センサ２から異常発生信
号を受信すると、異常が発生したことを表示部３３に表示させるとともに、その異常発生
信号と、警備装置３－１自体の識別情報、警備装置３－１が設置された物件の物件ＩＤま
たは異常を検出したセンサの識別情報とを通信部３２に警備センタ装置４へ送信させる。
また、警備手段３７１は、操作部３４に挿入された利用者カードから読み出されたカード
ＩＤが自己の警備装置の利用者として記憶部３６に記憶されていれば、警備装置３－１を
操作可と判断し、警備機能の有効無効などの設定操作を受け付ける。
【００３６】
　新規登録要求手段３７２は、操作部３４を介して新規登録操作を受け付ける。新規登録
要求手段３７２は、操作部３４を介して操作者により入力された利用者情報を取得し、そ
の利用者情報を含む新規登録要求を通信部３２にデータサーバ５へ送信させる。そして、
通信部３２を介してデータサーバ５からその利用者のユーザＩＤを受信すると、新規登録
要求手段３７２は、その利用者を警備装置３－１について登録された利用者として、その
ユーザＩＤと利用者が入力した利用者カードのカードＩＤとを関連付けて記憶部３６に記
憶する。
【００３７】
　通知手段３７３は、利用者による、利用者カードを操作部３４へ挿入することによるカ
ードＩＤの入力と、他の警備装置への追加登録の事前操作とを操作部３４を介して受け付
ける。通知手段３７３は、操作部３４からカードＩＤを取得し、そのカードＩＤに対応す
るユーザＩＤを判別するとともに、利用者により操作部３４を介して入力された、その利
用者を追加登録する他の警備装置についての物件ＩＤを取得する。そして、通知手段３７
３は、カードＩＤから取得した、追加登録する利用者のユーザＩＤと、追加登録の事前操
作を行った自己の警備装置についての物件ＩＤと、操作部３４を介して入力された、その
利用者を追加登録する他の警備装置についての物件ＩＤとを含む利用者通知を通信部３２
にデータサーバ５へ送信させる。
【００３８】
　追加登録要求手段３７４は、操作部３４を介して追加登録操作を受け付ける。追加登録
要求手段３７４は、利用者により操作部３４を介して入力された、追加登録する利用者を
識別可能な氏名などの特定情報及びその利用者について追加登録の事前操作を行った警備
装置についての物件ＩＤを取得する。これはデータサーバ５からこの警備装置について追
加登録フラグが記憶されている情報を受信して利用者に提示し選択させることで入力を行
うようにしてよい。更にこのとき、この利用者が予め利用者情報としてデータサーバ５に
登録しているパスワードも入力させて取得する。そして、追加登録要求手段３７４は、操
作部３４を介して入力された、追加登録する利用者の特定情報と、その利用者について追
加登録の事前操作を行った警備装置についての物件ＩＤと、利用者を追加登録する自己の
警備装置についての物件ＩＤを含む追加登録要求を通信部３２にデータサーバ５へ送信さ
せる。
　そして、追加登録要求手段３７４は、通信部３２を介してデータサーバ５から結果通知
を受信すると、利用者が自己の警備装置について登録されたか否かを判定し、利用者が自
己の警備装置について登録された場合、その結果通知に含まれるユーザＩＤとカードＩＤ
とを関連付けて記憶部３６に記憶する。
　なお、追加登録された利用者が申請することにより、その利用者がこの警備装置で使用
する利用者カードが警備システム１の管理者により新たに発行され登録されてもよい。新
規登録の場合と同様に、制御部３７は、利用者のユーザＩＤを記憶するときに利用者カー
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ドの登録操作を受け付けて利用者情報にカードＩＤを追加する。なお、利用者が追加登録
された場合に新たに利用者カードを登録しないときは、先に利用者登録されていた警備装
置で既に発行されていた利用者カードを使用する。
【００３９】
　認証要求手段３７５は、利用者が、画像、メモなどのデータの読み出し又は入力を要求
するときに警備装置３－１に対する利用者の認証処理をデータサーバ５に要求する。認証
要求手段３７５は、利用者によりデータに関する要求操作が入力されたとき利用者カード
が操作部３４に挿入されると、操作部３４からその利用者カードに記憶されたカードＩＤ
を取得し、更にパスワードの入力を受け付ける。そして、認証要求手段３７５は、そのカ
ードＩＤと関連付けられたユーザＩＤを記憶部３６から読み出し、その利用者のユーザＩ
Ｄと、利用者が入力したパスワードと、警備装置３－１についての物件ＩＤとを含む認証
要求を通信部３２にデータサーバ５に送信させる。
【００４０】
　データ送受信手段３７６は、データサーバ５による利用者の認証が成功すると、入出力
部３５を介してカメラ、フラッシュメモリ等から入力された画像データ、操作部３４を介
して利用者により入力されたテキストデータ等を利用者のユーザＩＤと共に通信部３２に
データサーバ５へ送信させる。また、データ送受信手段３７６は、操作部３４を介して利
用者から所定のデータの表示を要求する操作がされると、そのデータの取得要求を利用者
のユーザＩＤと共に通信部３２にデータサーバ５へ送信させる。その応答として、通信部
３２を介してデータサーバ５に格納された画像データ、テキストデータ等を受信すると、
受信したデータを表示部３３に表示させる。
【００４１】
　次に、本発明を適用したデータサーバ５の詳細について説明する。図５に、データサー
バ５の機能ブロック図を示す。図５に示すように、データサーバ５は、サーバ通信部５１
と、サーバ記憶部５２と、制御部５３とを有する。
【００４２】
　サーバ通信部５１は、データサーバ５をネットワークに接続するためのインターフェー
ス回路を有する。そして、サーバ通信部５１は、制御部５３の制御に従って、データサー
バ５と各警備装置３－１、３－２との間の接続処理を行う。そして、サーバ通信部５１は
、データサーバ５と各警備装置３－１、３－２との間で接続が確立された後、各警備装置
３－１、３－２から利用者通知を受信すると、受信した利用者通知を制御部５３に通知す
る。また、サーバ通信部５１は、各警備装置３－１、３－２から追加登録要求を受信する
と、受信した追加登録要求を制御部５３に通知する。また、サーバ通信部５１は、各警備
装置３－１、３－２から画像データ又はテキストデータを受信するとともに、サーバ記憶
部５２に格納されたデータを各警備装置３－１、３－２に送信する。サーバ通信部５１は
、上記のような各種情報の通報が終わると、データサーバ５と各警備装置３－１、３－２
との間の接続を開放する処理を行う。
【００４３】
　サーバ記憶部５２は、半導体メモリ、磁気記録媒体及びそのアクセス装置並びに光記録
媒体及びそのアクセス装置のうちの少なくとも一つを有する。そして、サーバ記憶部５２
は、データサーバ５を制御するためのコンピュータプログラム、各種パラメータ及びデー
タなどを記憶する。
　また、サーバ記憶部５２は、警備システム１が有する全ての警備装置３－１、３－２に
対応する物件ＩＤを記憶するとともに、警備システム１の全ての利用者のユーザＩＤと利
用者情報とをその利用者について登録された警備装置３－１、３－２についての物件ＩＤ
と関連付けて記憶する。
【００４４】
　制御部５３は、一個または複数個のプロセッサ及びその周辺回路を有する。そして、制
御部５３は、各警備装置３－１、３－２について利用者の登録処理を行う。また、制御部
５３は、各警備装置３－１、３－２の利用者が各警備装置３－１、３－２について登録さ
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れた利用者であるか否かの認証処理を行い、認証に成功した警備装置３－１、３－２から
受信した画像データ又はテキストデータを受信したユーザＩＤと関連させてサーバ記憶部
５２に格納し、管理する。また、制御部５３は、認証に成功した警備装置３－１、３－２
からのデータの取得要求に応じて、受信したユーザＩＤに関連してサーバ記憶部５２に格
納しているデータをその警備装置３－１、３－２に送信する。そのために、制御部５３は
、そのプロセッサ上で動作するソフトウェアにより実装される機能モジュールとして、管
理手段５３１と、登録手段５３２と、認証手段５３３と、データ管理手段５３４とを有す
る。
　なお、制御部５３が有するこれらの各部は、独立した集積回路、ファームウェア、マイ
クロプロセッサなどで構成されてもよい。
　以下、制御部５３の各部について詳細に説明する。
【００４５】
　管理手段５３１は、サーバ通信部５１を介して警備装置から利用者通知を受信すると、
その利用者通知に含まれる利用者のユーザＩＤに基づいてサーバ記憶部５２から対応する
利用者情報を読み出して、この利用者情報と受信した利用者通知に含まれる追加登録の事
前操作を行った警備装置についての物件ＩＤ及びその利用者を追加登録する警備装置につ
いての物件ＩＤをその追加登録する警備装置についての追加登録フラグと関連付けてサー
バ記憶部５２に記憶する。
【００４６】
　登録手段５３２は、サーバ通信部５１を介して警備装置から新規登録要求を受信すると
、利用者のユーザＩＤを発行し、その利用者をその警備装置について登録された利用者と
して、そのユーザＩＤと受信した新規登録要求に含まれる利用者情報とその警備装置の物
件ＩＤとを関連付けてサーバ記憶部５２に記録する。そして、そのユーザＩＤをサーバ通
信部５１にその警備装置へ送信させる。
　また、登録手段５３２は、サーバ通信部５１を介して警備装置から追加登録要求を受信
すると、受信した追加登録要求に含まれる利用者の特定情報、パスワード及び追加登録の
事前操作を行った警備装置についての物件ＩＤを、追加登録を行う警備装置についての物
件ＩＤに対応した追加登録フラグと関連付けてサーバ記憶部５２に記憶している利用者情
報及び追加登録の事前操作を行った警備装置についての物件ＩＤと、それぞれ照合する。
そして、各情報がそれぞれ一致する場合、追加登録要求で指定された利用者を、追加登録
フラグと関連付けて物件ＩＤを記憶している、追加登録する警備装置について登録する。
つまり、その利用者のユーザＩＤ及び利用者情報を、追加登録フラグと関連付けて記憶し
ている、追加登録する警備装置についての物件ＩＤと関連付けて記憶する。そして、追加
登録要求で指定された利用者をその警備装置について登録したか否かを示す結果通知をサ
ーバ通信部５１にその警備装置へ送信させる。
【００４７】
　認証手段５３３は、サーバ通信部５１を介して警備装置から認証要求を受信すると、そ
の認証要求に含まれるユーザＩＤとパスワードと物件ＩＤとを関連付けて記憶しているか
否かを判定する。そして、認証要求に含まれるユーザＩＤとパスワードと物件ＩＤとを関
連付けて記憶している場合、認証成功と判定し、認証要求に含まれるユーザＩＤと物件Ｉ
Ｄとを関連付けて記憶していない場合、認証失敗と判定する。そして、認証手段５３３は
、その認証結果をサーバ通信部５１にその警備装置へ送信させる。
【００４８】
　データ管理手段５３４は、認証手段５３３が認証に成功した警備装置からサーバ通信部
５１を介して受信した画像データ又はテキストデータを送信したユーザＩＤと関連付けて
サーバ記憶部５２に格納して管理する。また、制御部５３は、認証に成功した警備装置か
らのデータの取得要求に応じて、サーバ記憶部５２に要求元のユーザＩＤと関連付けて格
納している画像データ又はテキストデータをサーバ通信部５１にその警備装置へ送信させ
る。
【００４９】
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　以上説明してきたように、本発明の一つの実施形態に係る警備システムは、それぞれ異
なる物件に設置される複数の警備装置と、各警備装置で共有して使用するデータを格納し
、各警備装置からの要求に応じて送信するデータサーバとを有する。この警備システムに
おいて、ある警備装置について登録されている利用者を、他の警備装置について追加登録
する場合、利用者が登録済みの警備装置は、登録された利用者のうち、その警備装置を操
作している利用者のユーザＩＤと、利用者が登録済みの自己の警備装置についての物件Ｉ
Ｄと、利用者を追加登録する警備装置についての物件ＩＤとをデータサーバに送信する。
その後、利用者を追加登録する警備装置は、自己の警備装置についての物件ＩＤと、その
警備装置に入力された、追加登録する利用者の氏名など特定情報と、本人確認のパスワー
ドと、利用者が登録済みの警備装置についての物件ＩＤとをデータサーバに送信する。
【００５０】
　ここで、追加登録する警備装置において、追加登録する利用者の特定情報を、操作部を
介して利用者に直接指定させるのではなく、追加登録することができる利用者の特定情報
の一覧を表示し、利用者にその一覧から選択させるようにしてよい。その場合、追加登録
する警備装置は、利用者の追加登録操作に応じてその追加登録する警備装置についての追
加登録フラグと関連付けて記憶している利用者の特定情報の送信要求をデータサーバに送
信する。なお、特定情報の送信要求には、追加登録する警備装置についての物件ＩＤが含
まれる。
　一方、データサーバは、利用者の特定情報の送信要求を受信すると、追加登録する警備
装置についての追加登録フラグに関連付けて記憶している利用者の特定情報をその追加登
録する警備装置へ送信する。
　追加登録する警備装置は、データサーバから利用者の特定情報を受信すると、受信した
利用者の特定情報を表示部に表示し、利用者に操作部を介して追加登録すべき利用者を選
択させる。またこのとき、利用者にパスワードの入力を求めてパスワードを入力させる。
そして、利用者により選択された利用者の特定情報とパスワードを操作部を介して取得し
、その特定情報とパスワードを含む追加登録要求をデータサーバに送信する。
【００５１】
　そして、データサーバは、追加登録する警備装置から受信した各情報と登録済みの警備
装置から既に受信し記憶していた各情報とを項目ごとに照合し、一致する場合、登録済み
の警備装置にて事前操作を行った利用者と追加登録する警備装置で追加登録の操作を行っ
た利用者は同一人物と判断して、追加登録する警備装置についてその利用者を登録する。
これにより、ある警備装置について登録済みの利用者を他の警備装置について追加する場
合に、その利用者を氏名、ニックネーム等により指定することができる。従って、警備シ
ステムは、ある警備装置について登録された利用者を、他の警備装置においてその利用者
にユーザＩＤを入力させることなく、同じユーザＩＤを簡易に登録することができる。
　これにより、利用者は、自己のユーザＩＤを記憶しておく必要がなくなる。また、利用
者がどの警備装置を使用していても、警備システムでは同一の利用者として認識されるの
で、利用者はどの警備装置が設置された物件からでもデータサーバに登録した画像データ
、テキストデータ等を利用することができる。
【００５２】
　以上、本発明の好適な実施形態について説明してきたが、本発明はこれらの実施形態に
限定されるものではない。例えば、各警備装置を識別するための識別情報として各警備装
置が設置された物件の物件ＩＤを用いるのではなく、警備装置自体に警備システム１全体
でユニークな番号を割り当て、その番号を警備装置の識別情報として用いてもよい。ある
いは、各警備装置を識別するための識別情報として警備システムの契約時に各物件毎に発
行される契約コードを用いてもよい。その場合、各警備装置の識別情報である契約コード
は、各警備装置の記憶部に予め記憶されているのではなく、追加登録の事前操作、又は追
加登録操作の際に利用者により操作部を介して入力されてもよい。
【００５３】
　また、利用者を追加登録する警備装置についての物件ＩＤをデータサーバに送信するの
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は、利用者を追加登録する警備装置のみとしてもよい。その場合、利用者を追加登録する
警備装置についての物件ＩＤは、利用者が登録済みの警備装置から送信される利用者通知
には含めず、利用者を追加登録する警備装置から送信される追加登録要求にのみ含める。
データサーバの登録手段は、追加登録要求に含まれる利用者の特定情報及び追加登録の事
前操作を行った警備装置についての物件ＩＤと、追加登録フラグと関連付けてサーバ記憶
部に記憶した利用者の特定情報及び追加登録の事前操作を行った警備装置についての物件
ＩＤとがそれぞれ一致する場合、その利用者を、追加登録要求に物件ＩＤが含まれる、利
用者を追加登録する警備装置について登録する。
【００５４】
　また、ある警備装置について登録された利用者を他の警備装置について追加登録する際
、事前操作を行った利用者のみを他の警備装置について登録する候補とするのではなく、
事前操作を行った利用者以外の利用者も他の警備装置について登録する候補としてもよい
。その場合、利用者が登録されている警備装置の通知手段は、事前操作が行われると、既
に登録されている全ての利用者のユーザＩＤを記憶部から読み出してこのユーザＩＤに対
応する利用者の特定情報をデータサーバに要求し、データサーバから受信した利用者の特
定情報の一覧を表示部に表示させる。そして、通知手段は、操作部を介して指定された利
用者の特定情報を含む利用者通知を通信部にデータサーバへ送信させる。これにより、例
えば、自宅に設置された警備装置について登録された家族のうちの一人が代表して、家族
全員を別荘等に設置された他の警備装置について追加登録することができる。
【００５５】
　また、追加登録の事前操作の際、警備装置の通知手段は、利用者カードを用いて利用者
の特定情報を取得するのではなく、利用者に直接操作部を介して特定情報を入力させるこ
とによりこの利用者の特定情報をデータサーバで照合してユーザＩＤを取得してもよい。
【００５６】
　また、本発明を適用することができるのは警備システムに限定されない。本発明は複数
の登録端末を有し、登録端末毎に、システムを利用する利用者をその登録端末から登録す
る、他の利用者登録システムにも適用できる。
【００５７】
　このように、当業者は、本発明の範囲内で、実施される形態に合わせて様々な変更を行
うことができる。
【符号の説明】
【００５８】
　１　　警備システム
　２－１－１、２－１－２、２－２－１、２－２－２　　センサ
　３－１、３－２　　警備装置
　４　　警備センタ装置
　５　　データサーバ
　３１　　センサインターフェース部
　３２　　通信部
　３３　　表示部
　３４　　操作部
　３５　　入出力部
　３６　　記憶部
　３７　　制御部
　３７１　　警備手段
　３７２　　新規登録要求手段
　３７３　　通知手段
　３７４　　追加登録要求手段
　３７５　　認証要求手段
　３７６　　データ送受信手段
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　５１　　サーバ通信部
　５２　　サーバ記憶部
　５３　　制御部
　５３１　　管理手段
　５３２　　登録手段
　５３３　　認証手段
　５３４　　データ管理手段

【図１】 【図２】
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